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この度，第 55 代の会長に就任い

たしました．

本会の源流は，電子顕微鏡の総合

研究を目的として日本学術振興会第

10 常置委員会に 1939 年に設置され

た第 37 小委員会に遡ることができ

ます．この第 37 小委員会は，当時

の第一線の電子顕微鏡研究者 14 名

を委員として発足しました．委員長

は，瀬藤象二東京帝国大学教授（当時）が務められました．

委員会では，電子顕微鏡装置の設計に関する研究，試料及び

試料支持膜に関する研究，ならびに特殊用途（冶金学研究用，

真空管用熱陰極研究用等）の電子顕微鏡の研究，を主な項目

として研究が開始され，1947 年に最後の委員会をむかえる

まで，8 年余りにわたって精力的に研究が積み重ねられまし

た．その結果，電子顕微鏡自体としては分解能 3 ～ 5 nm を

有する装置が開発されるとともに，それらの装置を応用して

多種多様な微細物体の検鏡が行われるに至りました．こうし

た同委員会で挙げられた見事な一連の成果は，我が国におけ

る電子顕微鏡学の礎石となりました．ここで，日本の電子顕

微鏡学の濫觴たる同委員会において，すでに，装置自身の研

究が常に広範な応用研究への展開を睨みつつすすめられてい

た事実は，特筆に値します．

その後 1949 年には，この第 37 小委員会を母体として，本

会の前身である日本電子顕微鏡学会が結成されました．この

結成当初の精神を受け継ぎ，本日本顕微鏡学会の定款には，

「本会は，会員の研究発表，知識の交換ならびに会員相互間

および関連学協会との連絡提携の場となり，顕微鏡学の進歩

発展を図り，もって学術，文化の発展に寄与することを目的

とする」と謳われております．任期中は，理事各位の助力を

いただきながら，この目的達成のために全力を尽くしたいと

存じます．

今期の理事会では，具体的には次の 2 つのことに重点的に

取り組みたいと考えております．一つは，公益社団法人への

移行です．前会長および前副会長以下のご尽力によりまして

移行準備は充分に整えられております．これを遺漏なく遂行

して，2011 年度中には移行の認定を得たいと考えます．

もう一点は，この学会ならではの特徴にいま一度立ち返っ

て学会の一層の発展に取り組むことです．本会は，発足当初

より，顕微鏡装置・手法・理論を専門とされる会員とそれら

による応用研究を専門とされる会員から構成されています．

従って，本学会の講演会場では，隣には装置の専門家が座っ

ておられる状況や，また立場を変えて見ますと，隣には応用

研究の専門家が座っておられる状況が自然と生まれます．こ

の両者間の率直で掘り下げた議論，忌憚のない意見交換の中

からは必ずや新しい展開が生まれて来ると思います．今期の

各事業を推進される委員長には，これまで以上に意識的に両

者の交流を図る工夫を理事会からお願いしております．この

交流の中から，これまで見えなかったものを見えるようにす

る，そうした新しい学術の創出がなされると考えます．これ

は本会ならではの得意技であり，また使命でもあると思いま

す．

さらに，1 つでも 2 つでもそうした新しい可視化が成功し

た暁には，それを学会の内外を問わず広く産業界の研究者に

公知させてゆく，あるいは広く医学・医療分野の研究者に公

知させてゆく，そのような努力をお願いしたいと存じます．

こうした周知の作業もまた，関与された会員の重要な使命で

あると存じます．その理由は，そうした広い産業分野あるい

は医学・医療分野からのフィードバックを受けてさらに次の

新しい，革新的な装置開発に繋いでゆくことが出来るからで

あります．こうした作業の積み重ねは，地味ではありますが，

我が国の推進する科学技術立国の考え方・施策に対する，我

が学会ならではの貢献として重要であると存じます．会員み

なさまのご理解とご協力をお願いする次第です．

結びに代えて，初代会長瀬藤象二先生が和文誌「電子顕微

鏡」創刊号（1950）の巻頭言に述べておられる，会員の心構

えに対するお言葉を紹介したいと存じます．それは，61 年

前のお言葉とも思われぬリアリティと迫力をもって迫ってま

いります．「現在のわが国の経済情勢は著しく悲観的である

ために我々の学会もその影響を受け，使命の達成に困難を感

ずることになるであろうと思う．しかし，学術の進歩発達こ

そ我々の祖国を真に建直し，永遠の生命あるものとする所以

の道と確信する我々は，如何なる困難に遭遇してもその使命

達成に不屈不撓の努力を傾注する覚悟を有つべきである．親

愛なる会員諸君もこの崇高なる使命を自覚せられ相携えて難

局打開に邁進せられることを切望する．（和文誌「電子顕微鏡」

創刊号（1950）瀬藤象二先生巻頭言より引用）」
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